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　前回に引き続き，孔井用傾斜計による地殻傾斜の連続霞測結果について報告する。観測点の

配置及びブロック分割（Ｉ～Ｖ）を第１図に示す。傾斜計２成分は通常真北と真東に配置して

あるが，特に深層３井（ＩＷＴ，ＦＣＨ，ＳＨＭ）及びＣＫＲの２成分（Ｘ，Ｙ）の設置方位

は第２図に示す通りである。各観測点における傾斜毎時値及びブロック毎の代表点の日降水量

を，ブロック別に第３図に示す。

　伊豆半島のいくつかの観測点において，11 月中旬にドリフト傾向の変化が見られる。まず，

観測点 SMD では，南北成分で 11 月 15 日ないし 18 日頃から北上がりの変化が見られる。東

西成分には特に変化は認められない。観測点ＪＩＺでは，同じ頃から東西成分において西上が

りの変化が見られる。南北成分にも変化があるようだが，その前の降雨の影響と重なっていて

はっきりしない。観測点ＡＳＧでは，南北・東西両成分に同じ頃から北西上がりの変化が見ら

れるようである。これらの変化は，隣合った観測点の変動で時期も一致することから，何らか

の地殻の変化を反映したものと考えられる。

　深層観測点のＳＨＭのＹ成分では，11 月 24 日にセンサーをバックアップ機から元の機器に

交替させた。これ以降，センサーの安定性はよくなった。観測点ＪＩＺでは，12 月 13 日頃か

ら 18 日頃にかけて，東西成分で一旦東上がりの変化が見られてから元に戻っている。南北成

分ではセンサーの安定性が悪くはっきりしない。

　12 月 17 日の房総半島沖の地震後に，いくつかの観測点においてゆっくりとした傾斜余効変

動が見られる。これらの余効変化の極性と地震時のステップ量を，第１表にまとめる。地震時

のステップの大きな成分に，余効変動が発生していることが明らかである。地震時のステップ

は傾斜計のガタと考えられており，余効変動はこのガタの余効変化であろう。地震時のステッ

プの極性と余効変化の極性に相関は見られない。

　観測点ＳＩＺは，1987 年４月７日から観測施設隣接地の土砂崩れにより観測を休止してい

たが，１月 22 日から観測を再開した。なお本報では，２月以降の観測データを示した。

　３月 11 日頃から駿河湾西岸の全ての観測点において，ドリフト傾向の変化が見られた。変

化が見られたのは，ＭＫＢ・ＨＫＷ・ＳＩＺ・ＯＫＢ・ＣＭＴ・ＮＤＺ・ＯＨＳの各観測点で，

それぞれ大略東上がり・西上がり・北西上がり・南西上がり・南東上がり・北東上がり・西上

がりである。この時期に降雨も見られるが，通常降雨の影響のほとんど見られない観測点も含

めて隣接した全ての観測点で変化が見られることから，何らかの地殻の動きを反映していると

考えられる。しかし，変化の方向が観測点毎にばらばらなので，傾斜計が地殻の動きを直接表
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しているのではないであろう。

　観測点ＡＫＷでは，1986 年３月の計器再設置以来気圧変化の影響を強く受けていたが，３

月に計器の耐圧容器の改造を行い，圧力変化による傾斜変化への影響を減少させた。深層観測

点のＩＷＴでは前報に引き続きセンサーの状態が悪く，特にＸ成分に顕著である。深層観測点

のＦＣＨでは 10 月の観測計器再設置後ドリフトが大きく，２月以降のデータのみ示した。

（島田　誠一）
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第１表　地震時のステップ量と余効変動との関係（＋：北・東上がりの
　　　　余効変動，－：北・東下がりの余効変動，０：余効変動の見ら
　　　　れないもの，?：はっきりしないもの）

Table １　Relation between the cosesmic tilt steps and the poralities of post-seismic movement. 
　　　　( ＋：north, east up, －：north, east down, 0: no obvious movement, ?: disturved data, for post-seismic 
　　　　movement respectively)

成分名
地震時ステップ量

（Ｎ，Ｅ　up ＋）
余効変動

ＪＩＺ　ＮＳ 2.35　μ strain ＋

ＳＭＤ　ＮＳ 1.90 －
ＳＨＭ　Ｙ　 1.19 ＋
ＣＫＲ　Ｙ　 0.78 0
ＳＭＤ　Ｅ W 0.41 0
ＨＫＷ　ＥＷ 0.29 0
ＡＫＷ　ＮＳ 0.19 0
ＥＮＺ　ＥＷ 0.13 －
ＣＨＳ　ＮＳ 0.06 0
ＣＫＲ　Ｘ 0.05 0

ＹＭＫ　ＥＷ 0.03 0
ＨＤＡ　ＥＷ 0.02 0
ＨＤＡ　ＮＳ 0.02 0
ＣＨＳ　ＥＷ 0.00 0
ＯＳＭ　ＥＷ － 0.01 0
ＦＣＨ　Ｘ　 － 0.02 0
ＭＫＢ　ＥＷ － 0.03 0
ＨＫＷ　ＮＳ － 0.07 0
ＹＭＫ　ＮＳ － 0.07 0
ＡＫＷ　ＥＷ － 0.07 0
ＥＮＺ　ＮＳ － 0.18 0
ＯＨＳ　ＥＷ － 0.19 0
ＳＨＭ　Ｘ　 － 0.20 0
ＯＳＭ　ＮＳ － 0.20 －
ＯＨＳ　ＮＳ － 0.20 0
ＩＷＴ　Ｙ　 － 0.44 ＋
ＫＴＵ　ＥＷ － 0.52 －
ＫＴＵ　ＮＳ － 1.03 ＋
ＪＩＺ　ＥＷ － 4.40 ？

ＩＷＴ　Ｘ　 － 17.79 ＋
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第１図　地殻傾斜観測点の分布と地域分け
Fig. １　Distribution of crustal tilt observation stations, which are divided into five groups.

第２図　深層及び中層井の傾斜計の設置方位
Fig. ２　Orientations of deep borehole tiltmeters.
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第３図　 地殻傾斜毎時値（Ｅ：地震時の衝撃による変化，Ｔ：計器故障，Ｃ：オフセッ
ト補正）

Fig. ３　Hourly plots of crustal tilt: E, tilt change caused by earthquake shock; T, instrumental trouble; C, offset 
　　　　correction.
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第３図　つづき
Fig. ３　(Continued)
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第３図　つづき
Fig. ３　(Continued)
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第３図　つづき
Fig. ３　(Continued)
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第３図　つづき
Fig. ３　(Continued)
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第３図　つづき
Fig. ３　(Continued)
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第３図　つづき
Fig. ３　(Continued)
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第３図　つづき
Fig. ３　(Continued)
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第３図　つづき
Fig. ３　(Continued)
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第３図　つづき
Fig. ３　(Continued)
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第３図　つづき
Fig. ３　(Continued)
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第３図　つづき
Fig. ３　(Continued)
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第３図　つづき
Fig. ３　(Continued)
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